
＜高等技術専門校について＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

<１>福岡県立高等技術専門校について、知っていることをすべて選んでください。 

（Ｎ＝370 複数回答可 回答件数＝907） 

１ 県内に７校（福岡・戸畑・小竹・久留米・大牟田・田川・小倉）ある 23.2% (86名) 

２ 北九州市若松区に障害者職業能力開発校がある 11.9% (44名) 

３ 多様な訓練科目（情報処理、ＯＡ事務、自動車整備、建築 

  電気工事、アパレル、介護など）がある 
34.3% (127名) 

４ ６ヶ月から２年間の訓練期間がある 21.6% (80名) 

５ 訓練を受け、資格（自動車整備士、電気工事士、各種技能検

定など）を取得することが可能 
39.7% (147名) 

６ 訓練を受けた後は、技能を活かし、希望の就業先で活躍するこ

とも可能 
32.4% (120名) 

７ 受験料・入校料・授業料が無料である 22.7% (84名) 

８ 一定の条件を満たせば雇用保険の延長や職業訓練受講給付金

等を受けられる 
24.9% (92名) 

９ その他 0.0% (0名) 

１０ 全く知らない、知らなかった 34.3% (127名) 

無回答 ０％ （ ０名） 

 

 

 

 

 

【調査の目的】 

「高等技術専門校」は、就職・転職・再就職を目指す方のために、企業が求める技術や知

識を習得し、希望する職種への就職を目指すことを目的として設置されている福岡県立

の公共職業訓練施設です。 

また、障がい者の方を対象とした訓練施設として、障害者職業能力開発校があります。 

昨今の雇用情勢は着実に改善が進んでおり、企業の求人も増加傾向にありますが、長

期にわたり安定して企業で活躍するためには、職業訓練を受講して、基礎からしっかり

と技術や知識を身に付けていくことも大切です。 

そのため、福岡県では、広く県民の皆さんに高等技術専門校を知っていただき、さらに

利用していただきたいと考えています。 

そこで、高等技術専門校について、皆さんのご意見をお聴かせいただき、効果的な募集

広報活動のための参考とさせていただきたいと考えております。 

 

【活用状況】 

・多くの方に来校していただく機会をつくると共に、訓練内容を分かりやすく伝える

ための広報を検討したい。 

・各高等技術専門校へ結果を報告し、募集広報の参考資料とする。 

 

 



〈２〉高等技術専門校の魅力と感じるものについて、次の中から【３つ】まで選んでください 

（Ｎ＝370 複数回答可 回答件数＝1087） 

１ 県内各地に存在するところ 31.6% (117名) 

２ 障がいのある方のための職業能力開発校があるところ 33.8% (125名) 

３ 多様な訓練科目があるところ 35.7% (132名) 

４ ６ヶ月から２年間の訓練期間があるところ 14.3% (53名) 

５ 資格を取得することが可能なところ 61.1% (226名) 

６ 訓練終了後、希望する就業先での活躍が可能なところ 39.2% (145名) 

７ 受験料・入校料・授業料が無料であるところ 59.5% (220名) 

８ 一定の条件を満たせば雇用保険の延長や職業訓練受講給付金

等を受けられるところ 
18.1% (67名) 

９ その他  0.5% (2名) 

無回答 0.0％ （ ０名） 

 〔その他〕 

・ 知らないので、魅力もわからない 

・ 私が障害を持ってるが故に、障害を持ってる社会の世の中を見て感じたこと。人によるの

かも知れませんが授業料など全て無料にする必要なんてないと思います!!無料だから学ん

だ資格を大事にしない傾向があります。社会になってからの支援よりも、高校から進路を

迷うこの時期にこんな施設があれば、より助かるのではないでしょうか？障害持っている

と学校っていうのはとても窮屈です。もっと学校と連携して欲しいです！ 

 

<３>公共職業訓練を広く県民の皆さまに知っていただくために、どのような広報媒体が有効で

あると思いますか。 

  次の中から【３つまで】選んでください。 

（Ｎ＝370 複数回答可 回答件数＝1007） 

１ ポスター・ちらし 49.7% (184名) 

２ ホームページ「福岡県の職業訓練」（http://fukuoka-kunren.net/） 31.9% (118名) 

３ フェイスブックなどのＳＮＳ 44.6% (165名) 

４ 福岡県だより 39.5% (146名) 

５ 各市町村広報誌 39.5% (146名) 

６ 新聞 17.0% (63名) 

７ ラジオ番組 6.8% (25名) 

８ テレビ番組 37.6% (139名) 

９ その他（具体的に） 5.7% (21名) 

無回答 0.0％ （  0名） 

  

〔リニューアルしたホームページのトップ画面〕 



〔その他〕一部抜粋 

・ 学校や公的機関での広報活動 

・ 駅などに置いてある無料の冊子 

・ YouTube 

・ 講演会を含むイベント 

 

 

 

 

<４>高等技術専門校を知っていただくためには、どのような取組みが必要だと思いますか。 

  次の中から【３つまで】選んでください。 

（Ｎ＝370 選択は 3 つまで 回答件数＝905） 

１ オープンキャンパス（校内見学・訓練の体験）を行っている

ことについて積極的に広報を行う 
73.0％ (270名) 

２ 校内で夏祭り等のイベントを開催し、地域に開かれた施設に

する 
35.7％ (132名) 

３ 地域の小・中学生を招待し、ものづくりについての体験をし

てもらう 
43.8％ (162名) 

４ 校として地域のイベントに参加する 21.6％ (80名) 

５ 地域の大型ショッピングモール等で体験イベント等を実施

する 
49.7％ (184名) 

６ 技専校で、ものづくり分野で活躍している若手職人に講話を

してもらう 
15.1％ (56名) 

５ その他 5.7％ (21名) 

無回答 0.0％ （  0名） 

〔その他〕一部抜粋 

・ SNS やネット広告を積極的に利用してまずは知って貰う努力が重要 

・ テレビで施設の紹介と宣伝をする。 

・ 「卒業生がこんな活躍をしています」というような内容のパンフレットやポスターがあれ

ば、明るい未来が見えていいと思う。 

・ テレビで各高等技術専門学校がどのような講座を開いているか報道したり、実際に通って

いる人にインタビューでキャンパスライフを語ってもらう。 

・ youtube。資金を投じる必要なし。 

  

<５>高等技術専門校について、これまでの設問以外に意見がありますか。 

  次の中から【１つだけ】選んでください。 

（Ｎ＝370 選択は 1 つまで） 

１ ある 9.7％ (36名) 

２ 特にない 90.3％ (334名) 

 

〔その他〕一部抜粋 

・ 更に障害者が健常者と同じように社会で活躍できるような講義や技能を与えてほしい。 

・ 失業中に高等技術専門校を利用したことがあります。多数の資格取得ができ今も仕事に活

用できています。６カ月と短い期間でしたが勉強になり、こういった学校が増えていった

ら、失業者や社会も住みやすくなってくると思います。引きこもりの人達の支援にもつな

がったらいいと思います。 

・ 素晴らしい取り組みをしているのに知られていないのは、もったいないので広報を充実さ

せて欲しい。 



福岡県のハロートレーニング（職業訓練） ～急がば学べ〜  

■ 公共職業訓練に関する案内             

公共職業訓練に関する情報は、「福岡県の職業訓練」ホームページ内で、高等技術専門校の

場所、科目の詳細、取得資格、就職先、募集日程等を発信しています。 

URL http://fukuoka-kunren.net  

                                                             

■ Facebook ページ 

ホームページでは紹介していない、実際の訓練風景やイベントの様子を発信しています。 

URL https://www.facebook.com/fukuoka.kunren 

 

 

 

                  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 校の高等技術専門校 と 

障害者職業能力開発校 で 

職業訓練を実施しています。  

  

 

 

 

■ 福岡校新校舎完成!! 

 平成 30 年４月から新校舎で訓練がス

タートしています。千早駅から徒歩５分

の好立地で訓練を受講しませんか。 

また、訓練の様子を広く県民の皆さん

に知っていただくため、安全に配慮した

見学通路を設けております。 

お気軽に遊びに来てください。 

 
［福岡高等技術専門校］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［完成イメージ図］ 

 

 

 

 

 

 

【 問い合わせ 】 

福祉労働部職業能力開発課 

TEL：092-643-3602 

FAX：092-643-3605 

■ 子供達へのものづくりの技能伝承 

 ものづくり産業への関心と将来の仕事

への理解を深めていただくため、ものづく

り体験イベントや「ものづくり技能フェス

ティバル」を 10 月から 11 月の期間に実施

しています。 

 

［かんな削り体験］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［かんな削り体験］ 

 

 

http://fukuoka-kunren.net/

